
 

 

 

適正規模・適正配置検討事業の取組について（令和５年１２月～令和６年１月） 

 

 

１ 教育委員会会議 

 ① 令和 5年第 13 回会議 

（日 時） 令和 5年 12 月 21 日（木）15 時 

 （内 容） 「日程 5 その他」において、審議会から「西部地区における今後の 

小中学校の在り方について」の答申書受領を報告 

 

 ②令和 6年第 1回会議 

 （日 時） 令和 6年 1月 23 日（火）15 時 

 （内 容） 「議案第 3号 西部地区における今後の小中学校の在り方に係る 

検討方針について」審議し、原案どおり可決 

 

２ 総合教育会議 

 （日 時） 令和 5年 12 月 21 日（木）16 時 

 （内 容） 学校適正規模・適正配置検討事業の取組について、進捗状況を 

報告し、審議会から答申のあった「西部地区における今後の小 

中学校の在り方について」意見交換を実施 

 

 

３ ニュース「To Be」等の発行 

  令和 5年 12 月 13 日 第 8 号（「西部地区における今後の小中学校の在り方に 

ついて」の答申書受領及び令和 5年度に開催した審議会の議論内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 



 

 

 

 

西部地区における今後の小中学校の在り方に係る検討方針 

 

 

北広島市立学校適正配置等審議会からの令和５年１１月２８日の答申を踏まえ、

西部地区における今後の小中学校の在り方に係る検討方針を次のとおり定める。 

 

 

１ 今後の小中学校の在り方に係る検討方針 

西部小学校を活用した施設一体型義務教育学校の設置に向け、保護者や地域等

から幅広い合意が得られるよう取組を推進する。 

 

２ 跡利用の検討方針 

跡施設となる西部中学校について、西部地区の今後の公共施設全体の在り方を

含め、まちづくりの観点から部局横断的に有効活用策の検討を行う。 

 

 


